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シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

研

究

の

第

一

人

者

で

あ

る

著

者

が

本

書

の

冒

頭

で

述

べ

て

い

る

よ

う

に

、

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

が

世

界

で

注

目

さ

れ

る

の

は

、

多

く

の

ア

ジ

ア

諸

国

に

お

い

て

独

立

後

に

政

治

社

会

混

乱

や

社

会

停

滞

が

続

く

中

で

、

マ

レ

ー

シ

ア

か

ら

の

分

離

独

立

後

、

英

語

教

育

エ

リ

ー

ト

を

軸

と

し

た

人

民

行

動

党

の

長

期

政

権

の

下

で

政

治

が

安

定

し

、

日

本

や

ア

メ

リ

カ

な

ど

先

進

国

企

業

の

国

際

加

工

基

地

と

し

て

、

ま

た

東

南

ア

ジ

ア

の

金

融

セ

ン

タ

ー

と

し

て

発

展

し

た

た

め

で

あ

る

。 

 

本

書

は

、

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

の

支

配

者

が

誰

で

あ

っ

た

か

を

軸

に

各

時

代

の

特

徴

を

読

み

取

っ

て

い

る

。

結

論

を

先

取

り

す

る

と

、

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

の

指

導

者

は

、

国

土

が

小

さ

く

資

源

が

な

い

国

で

、

世

界

と

つ

な

が

っ

た

経

済

こ

そ

が

唯

一

の

生

存

の

道

で

あ

る

と

考

え

、

開

発

関

連

機

関

を

体

系

的

に

整

備

し

、

社

会

の

有

能

な

人

材

を

開

発

官

僚

と

し

て

確

保

し

、

先

進

国

企

業

を

必

死

に

誘

致

し

、

こ

れ

ら

の

企

業

が

活

動

し

や

す

い

環

境

整

備

に

努

め

、

更

に

政

府

自

ら

も

開

発

に

参

加

し

、

官

民

一

体

の

開

発

を

進

め

た

こ

と

が

急

速

な

発

展

と

近

代

化

を

可

能

に

し

た
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シ
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、

華

人

な

ど

の

移

民

集

団

を

受

け

入
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、

多

民

族

社

会

と

な

り

、「

三
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八

ヶ
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と

称

さ

れ
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日

本

占

領
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を

経
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、

住

民

の
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ナ
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ョ

ナ

リ

ズ

ム
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醸
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ギ
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国
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向

す
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英

語

教
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受

け

た
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リ

ー

ト

集

団

と

、

社

会

主

義

の

影

響

を
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け

中

国

的

国
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を
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向
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く
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な

っ

た

政

治

イ
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ロ
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を

持
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両
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は

、

独
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を

目

指

す

中

で

共
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し

、

人

民

行

動

党

と

い

う

政

党

を

結

成

し
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本

書

で
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党

の
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で

リ
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ク

ア

ン

ユ
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率
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英

語

教
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主

導

権

を

握

る

過
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独
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至

る

ま

で

の

マ
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シ
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の
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を

詳

述

し
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る

。

独

立

後

の

人

民

行

動

党

に

よ

る

支

配

体

制

下

で

の

経

済

開

発

を
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著

者

は
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、
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で

あ

る

リ

ー

の
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、
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た

だ

し

、

概

説

書

で
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る

が
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、
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著
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、

基

本

的

に
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し

つ

つ

あ

る

が

、
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党

の

台

頭

な

ど

政

治
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な
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化
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中

国
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台

頭
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す
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た
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新
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済
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る
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生
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築
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を
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後

の

研

究

の

成

果
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待

ち

た

い
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